
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６２２

基盤研究(C)（一般）

2016～2013

成人自閉症スペクトラム障害に対するデイケア機能を活かした多角的支援法の開発

Development  of psychiatric rehabilitation program for adults with autism 
spectrum disorders (ASD) and its clinical application for those with divergent 
background

１０１０６２１３研究者番号：

加藤　進昌（Kato, Nobumasa）

昭和大学・発達障害医療研究所・所長

研究期間：

２５３８１３２４

平成 年 月 日現在２９   ６   ５

円     3,300,000

研究成果の概要（和文）：烏山病院では2008年より成人ASDのデイケアを開設し、その後晴和病院でも展開。両
院の受診者は5000名を超え、当事者のコミュニケーションスキルの向上に全20回のプログラムが効果的であるこ
とが分かった。プログラムは2017年にマニュアル、ワークブックとして出版された。
当事者の特性別に１）女子２）ジェンダー３）家族４）パートナー５）大学生６）音楽運動療法のグループごと
に効果を評価した。一部は解散したが、１）ジェンダーは著しい社会的スキルの進歩、２）家族会は支援団体の
設立と自助支援、 ３）増加する大学生に複数の大学がプログラムを実施、４）音楽療法は共感性を高めるのに
効果的であることが分かった。

研究成果の概要（英文）：We have started the rehabilitation program for adults with ASD since 2008, 
first in Karasuyama Hospital , and then in Seiwa Hospital.  Since then altogether more than 5,000 
people have visited two hospitals, and we have found that the rehabilitation program, composed of 20
 sessions for 3 hour daily, once a week, is effective to facilitate the communication skill for 
those with ASD.  The Program has now been published in 2017, as  two books, training manual and 
workbook.
In this research, we have evaluated the effects  of our rehabilitation program in several different 
groups with different backgrounds;  1) young female adults,  2) adults with gender dysphoric 
features,  3) support program for the families of ASD patients,  4) support program for the spouse 
of patients,  5) university students with ASD, and  6) effect  of group exercise with music therapy.
  After 3-years investigation, substantial  progress has been accomplished in these groups, though 
some group have been disengaged. 

研究分野：発達障害
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１．研究開始当初の背景 
自閉症をはじめとする発達障害は、発達障
害者支援法の施行（平成 17 年）によって特
別支援教育の体制が整備されつつある。また
古典的自閉症（Kanner 型）については、就学
前の児童を主な対象として十分とはいえな
いまでも、数十年前から療育の試みが続けら
れてきた。一方で、アスペルガー症候群とい
う概念の提唱(L. Wing; 1981)以降、知的に
はむしろ平均以上でありながら社会性（対人
相互性）に独特の偏りがあり、根底に自閉症
と共通する障害をもつ一群が世界的に注目
されるようになった。今日ではこの一群をス
ペクトラムとして自閉症スペクトラム障害
(autism spectrum disorder, ASD)と総称す
ることが共通認識となっている。 
わが国でASDが広く知られるようになった
のはここ 10 年ほどと思われるが、そこで明
らかになってきたことは、その頻度の高さ
（一般人口の約 1％とされる）と成人例の多
さである。彼らのもつ社会性の障害は義務教
育期には見過ごされ、自立と社会参加が求め
られる高等教育や就労の段階になって顕在
化することが多いのである。昭和大学付属烏
山病院では図１に示すように 2008 年から専
門外来とデイケアを開設しているが、受診者
は 4 年で 2000 名を超え、しかも予約の希望
者はその数倍以上にのぼっている。 

 申請者らは、戦略的創造研究推進事業
(CREST)として、自閉症の社会性障害に焦点
を当ててその脳科学とホルモン（オキシトシ
ン）による治療的試みを続けてきた。 
それによって当事者たちの認知の歪みを脳
機能画像として検出することが可能になり
つつある。一方で当事者の困難を軽減する試
みとして開いたデイケアで支援を行ってい
る（図２参照）が、彼らがデイケアで明るさ
を取り戻し、特に薬物を用いることなくある
程度自己認知を獲得していくことを経験し
た。デイケアが彼らの安心できる居場所とし
て機能していることが大きいと思われるが、
コミュニケーション能力の向上や自らの障
害を受容する過程も要因として見逃せない。
このような過去数年の申請者らの経験をも
とに、現在必要なのは「教育モデル」の構築
にあると考え、本申請に至った。 

 
２．研究の目的 
本研究の目標は、生物・心理・社会の多角
的アプローチによって、先行する CREST 研究
で達成した「医学モデル」をもとに、新たな
「教育モデル」の開発を目指すものである。 
自閉症研究はいまや世界的な関心の的にな
っているが、成人 ASD を対象とした当デイケ
アのような大規模なものは国内にはまった
く無く、おそらく世界でもまれと思われる。 
ASD は頻度の高い疾患であるが、特に成人
では診断基準が整備されておらず過剰診断
や過小診断のおそれが高い。それを避けるた
めには客観的診断法を開発することと、十分
な臨床例を確保する必要がある。その点で申
請者の施設は、すでに CREST 研究で十分な診
断技術の蓄積をもつとともに、その規模の大
きさで最適な環境といえる。これこそが本研
究の最大の特色であり、かつ独創的な点であ
る。 
本研究で得られた成果は、特に高等教育レ
ベルでの特別支援教育に資することが期待
される。先進国では学生の資質に即した多面
的な教育環境が整えられつつあるが、この点
でわが国は画一的・教条的な側面が目立ち、
大学教育の方法論で立ち遅れが目立つと言
わざるを得ない。いじめや偏見から来る二次
的な障害を防ぎ、一方で彼らの特質を生かし
て社会貢献に導くことこそが、将来の特別支
援教育の目標であり、そこに寄与することが
本研究の最大の意義といえよう。 
 
３．研究の方法 
申請者らによる先行研究の成果をもとに、
デイケアに参加する当事者の特性やニーズ
に合わせたグループごとに研究チームを構
成して支援プログラムの開発を行う。 
具体的には１）女子会（少数派である女性当
事者の特性解析）、２）ジェンダー（男性の
ジェンダー意識の心理分析）、３）パートナ
ー支援（夫婦の協働と挙児支援）、４）家族
会（家族心理教育のマニュアル化）、５）感
覚統合訓練（治療的介入の試み）の各グルー
プである。これらの属性・特性に固有の問題
を探り、個別支援プログラムを開発する。グ
ループごとの特性分析と支援効果の客観的
評価を行う。それによって、共通する ASD の



図３ 研究計画 

図４ 研究組織 

社会性障害に対する多角的アプローチによ
る支援法の開発を行う。 
このようなグループの特性に着目したデ
イケアプログラム開発を通じて、ASD に共通
する社会性の障害とは何かを探り、同時に個
別の教育プログラムのパッケージ化を図る。
感覚統合訓練などについては、介入群と非介
入群に分けてその効果の数値化を試みる。 
 以上のような研究の流れと研究組織の構
想を以下にまとめて図示した（図３、４）。 
 
研究計画の流れ ―医学モデルから教育モ
デルへ― 
 CREST 研究（平成 20～25 年度）で目標とし
た医学的モデルの構成から、デイケアでの経
験の蓄積をもとに、新しい教育モデルを目指
した本研究につながる流れを図３に示した。 

研究組織の必要性・妥当性及び研究目的との
関連性 ―特別支援教育の新たな地平へ― 
研究組織は上記のような教育モデル研究
の構築を目指して、チームを形成した。それ
ぞれ１）性分化と脳科学、多元心理学（定松）、
２）性同一性障害に関する臨床心理学（有木）、
３）脳科学を生かした発達心理学（金井）、
４）臨床精神医学（稲本）、５）統合医療と
保健医療、感覚統合教育（小口）に豊富な経
験を要するメンバーで構成した。最終年度に
は今後支援を本格化させるべく注目してい
る大学生グループの研究を進めることの出
来る分担研究者（丸田）も加わった。 

 

４．研究成果 
 成人自閉症スペクトラム(ASD)のデイケア
については、ショートケアプログラムは全 20
回のマニュアルとワークブックとして平成
29 年 4月に星和書店より刊行された。本研究
はこの標準化プログラムを基礎として、当事
者の特性別にグループ化して、付加的プログ
ラムは必要か、必要とすればその規模と内容
はどのようなものかを探った。同時にそれぞ
れのグループでの成果を発表した。 
１）感覚統合訓練としての音楽運動療法を、
平成 27 年度までに全 6 回のプログラム中 4
回以上参加できた症例数は合計で 22 名とな
り、気分とQOLの変化を質問紙法で評価した。
抑うつ気分、混乱、身体機能、社会的役割と
いった項目で有意に改善がみられた。この成
果は平成 28年 11月の台湾高雄市における国
際会議シンポジウムで発表した（小口）。２）
ASD は男性に多く、配偶者は多くは女性であ
る。無意識のうちに現れる妻への気配りの欠
如、非言語的コミュニケーションの無さから
妻がうつ状態になる状態は、マスコミによっ
て「カサンドラ症候群」という名称が喧伝さ
れた。その症状があるとして研究代表者の外
来を訪れる夫婦が最近飛躍的に増えつつあ
る。彼女らを集める「パートナーの会」を 3
回実施し、参加者からは強い支持が得られ、
その様子は読売新聞に掲載された（加藤、金
井、定松）３）当事者の手記を雑誌「治療」
で計 16 回行った（定松）。４）大学生（同等
レベルの若年者も含む）対象の月 1回のグル
ープワークを開始した。成果について平成 28
年 8月に関係者が集まり、意見交換をした（加
藤）。一橋大学では付加的プログラムでグル
ープワークを実施し、ピアサポートの関係が
グループ内に芽生え、相互理解が進むことを
発見し、日本精神神経学会のシンポジウムで
発表した（加藤、丸田）。 
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